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ご使用方法
機能を充分に発揮させるために次のラインナップによる使用を推奨いたし
ます。

シリーズ

ブレーキレバー

Vブレーキ

ブレーキケーブル

締付トルク：
5～7N・m
{50～70kgf・cm}

スプリング調整ネジ スプリング調整ネジ

シュ－をリムに押し当てた状態で、シュ－固定ナットを締付けます。

図のようにブレーキレバーを固定します。（ブレーキレバー操作が
変速レバーと干渉しないことを確認してください。また変速レバーの
取扱い説明書もご参照ください。変速レバーの締め付けボルトの
位置によっては、変速レバーを先に固定する場合があります。）

ブレーキレバーの取付け

5mmアレンキー

5mmアレンキー

5mmアレンキー

締付トルク：
6～8N・m {60～80kgf・cm}

締付トルク：
6～8N・m {60～80kgf・cm}

バネ穴

ストッパーピン

取付ボルト

シュ－をリムに押し当てた状態で、A寸法が32mm以上確保でき
るように、RワッシャーB（厚い/薄い）を入れ替えて、シュ－の出代
を調整します。

32mm以上

RワッシャーB（薄い）RワッシャーB（厚い）

RワッシャーA RワッシャーA

シュ－固定リンク

シュ－固定ナット

ワッシャー

インナーリード

ブレーキレバーをグリップにつくまで約10回ほど握り、各部に異常
がないことと、シュ－クリアランスを再確認してからご使用ください。

シュー抜止めピンを取外し、シューホルダーからシューを溝にそって
抜取ります。

シューホルダーとシューには、右用・左用があります。方向とピン穴
の位置に注意し、新しいシューを溝にそって入れます。

シュー抜止めピンを確実に差込みます。

左　　用
前後共通

シュー
差込み方向

シュー

シュー

シューホルダー シューホルダー

シュー抜止めピンシュー抜止めピン

カートリッジシューの交換

右　　用
前後共通

前 方
シュー

前 方

スプリング調整ネジでバランス調整をします。

雨天を初めとするさまざまな状況変化に性能が左右されにくい制動
性能とコントロール性能を目指すブレーキシステムです。

マルチコンディションブレーキシステム

フレーム台座のバネ穴のまん中に、ブレーキ本体のストッパー
ピンを入れ、ブレーキ本体を取付ボルトでフレームに固定します。

Vブレーキの取付け

2.

6.

1.

図のように2mmアレンキーでブレーキ
レバーのクランプバンドを開けます。

SL-M780-IとBL-T780の取付け

1.

シフティングレバーブラケットの
引っ掛け部をブレーキレバーブ
ラケットの穴に取付けて、専用
のナットとボルトで仮止めし、
ハンドルバーに取付けます。

ご注意：
ナットには裏表があります。
反対に取付けるとハンドルバー
に正しく固定できず、
傷をつけます。

2.

シフティングレバーを4mm
アレンキーでブレーキレバーに
固定します。

3.

4mmアレンキーでブレーキレバーの
クランプバンドを固定します。

4.

インナーケーブルをインナーリードに通し、シュ－クリアランスの
左右合計が2mmの状態で、ケーブル固定ボルトを締付けます。

シュー抜止めピン

安全の為に必ずお守りください

BR-T780に関するお願い

ブレーキとブレーキレバーは、推奨のセットで使用することにより、
最も効率よくマルチコンディションシステムの性能が発揮されます。

ブレーキシューの溝が無くなるまで摩耗した時には、シューを交換し
てください。

ブレーキシューにはそれぞれ特性があります。ブレーキシュー購入時
に販売店にご相談ください。

通常の使用において自然に生じた摩耗および品質の劣化は保証
いたしません。

取扱い方法及びメンテナンスについて疑問のある方は、購入され
た販売店にご相談ください。

自転車のブレーキは製品のモデルによって取扱いが多少異なること
があります。したがって、ブレーキレバーへの入力や自転車の操作
特性などを含め、個々の自転車のブレーキ系統の適切な操作を充
分理解し慣れるようにしてください。
ブレーキ系統の操作が適切でないと、自転車のコントロールを失い
事故のもとになり、また大怪我を招くとも限りません。適切な操作に
ついては、自転車専門店にご相談いただき、また自転車の取扱い説
明書もよくお読みください。ご自分の自転車にお乗りになって、ブレ
ーキ操作などを練習していただくことも大切です。

前ブレーキを強くかけると前輪がロックし、自転車が前方向に転倒し
て重傷を負う可能性があります。

後用のブレーキを前ブレーキにはご使用できません。

製品を取付ける際は、必ず取扱説明書等に示している指示を守っ
てください。その際、シマノ純正部品の使用をお勧めします。またボ
ルトやナット等が緩んだり、破損しますと突然に転倒して重傷を負う
場合があります。

ブレーキシューに油脂が付かないように注意してください。シューに
油脂が付いた場合はシューを交換してください。ブレーキが効かなく
なって危険です。

ブレーキケーブルはサビあるいはほつれが無いか点検し、ある場合は
速やかに交換してください。ブレーキが効かなくなり危険です。

乗る前には必ず前後のブレーキが正しく作動するかどうか確認してく
ださい。

雨天時は制動距離が長くなります。スピードを控えて、早めの滑らか
なブレーキ操作をしてください。

路面がぬれていると、タイヤがスリップしやすくなります。タイヤがス
リップすると転倒して危険ですので、スピードを控えて、早めの滑らか
なブレーキ操作をしてください。

取扱い説明書はよくお読みになった後、大切に保管してください。

警告

警告

使用上の注意：

注意

パワーモジュレーターは、ある一定範囲のブレーキ力に対して、ブレー
キレバーの引き量を増やすことにより、ブレーキのコントロールをしや
すい状態にする装置です。
もしパワーモジュレーターの稼働範囲を超えた場合には、通常のVブ
レーキ（敏感でパワフルなブレーキ）になります。この場合、ブレーキが
効きすぎて車輪がロックする場合がありますので、パワーモジュレータ
ーの機能特性を充分ご理解・ご体験されたうえでお使いください。
このようにパワーモジュレーターは、車輪のロック防止装置ではあり
ません。

(kg)

 パワーモジュレーター
の稼働範囲

パワーモジュレーターのブレーキ性能
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ブレーキレバーの引き量

パワーモジュレーター無

パワーモジュレーター付

推奨締付けトルクにおいても、カーボンハンドルの場合には、ハンドル
への損傷ならびに固定不十分となる可能性があります。適切なトルク
値に関しては、完成車メーカーまたはハンドルメーカーでご確認ください。

2.

3.

4.

5.

1.

3.

BL-T780（3フィンガーレバー）ブレーキレバーには、Vブレーキに
SM-PM70パワーモジュレーターを使用してください。パワーモジュ
レーターを使用しないと、極端な効きすぎを起こす可能性があり
大変危険です。

SI-8K30A-002-00

マルチコンディションブレーキシステム

4mmアレンキー

締付トルク：
6～8N・m {60～80kgf・cm}

約10回握る

21

締付トルク：
4 N・m {40 kgf・cm}

締付トルク：
6～8N・m {60～80kgf・cm}

ボルト（M5 x 17.5 mm）

ナット

引っ掛け部

クランプバンド

押す


